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平成２０年岐阜県観光レクリエーション動態調査の結果について   

平成２０年岐阜県観光レクリエーション動態調査の結果（確定値）がまとまりました

ので、お知らせします。 
 

【調査結果のポイント】 
 

区 分 確定値（対前年比） 速報値（確定値との差） 

観
光
客
数
（
推
計
実
人
数
） 

全 体 ５４,２９２千人 （対前年比 ＋ 2.7%） ５４,３２３千人 （ ▲ ３ １ 千 人 ） 

日帰り ５０,１３１千人 （対前年比 ＋ 3.3%） ５０,１６７千人 （ ▲ ３ ６ 千 人 ） 

宿 泊 ４,１６１千人 （対前年比 ▲ 3.5%） ４,１５５千人 （ ＋  ６ 千 人 ） 

観
光
消
費
額
（
推
計
額
） 

全 体 ２８６,２９０百万円 （対前年比 ▲ 1.4%） ２８６,３３４百万円 （▲４４百万円） 

日帰り １９０,１９２百万円 （対前年比 ＋ 5.9%） １９０,３６９百万円 （▲１７７百万円） 

宿 泊 ９６,０９８百万円 （対前年比 ▲13.3%） ９５,９６６百万円 （＋１３２百万円） 

 
（注）速報値（平成２１年３月公表）との差異は、各市町村との最終精査により東濃と飛騨

圏域内のデータを修正したことによるもの。 
 

○飛騨・美濃じまん観光キャンペーンなど各種誘客事業を実施したほか、東海北陸自

動車道の全通効果により、宿泊客は減少したものの、日帰り客が大幅に増加し、県

内の観光客数は、５４,２９２千人と過去最高（現在の統計手法となった平成９年以

降）となった。 
  

○観光消費額は、宿泊客の減少により、全体では２年ぶりの減少となった。 
  

○観光地点別の集客数は、土岐プレミアムアウトレットが、前年に引き続き県内トッ

プで、１位から６位までは前年と同じ結果となったが、前年９位であった白川郷合

掌造り集落が、東海北陸自動車道全通効果により前年比３割以上の増加となり、

７位に上昇した。 



 

 

【調査結果の概要】 

１ 観光客数 
 

平成２０年の観光入り込み客

数 は 、 前 年 と 比 較 し て 、

１ ,４５１千人増加（前年比＋

2.7％）の５４,２９２千人と、現

在の統計手法となった平成９年

以降で最高の入り込みとなった。 

また、集客数の県内トップは、

前年に引き続き土岐プレミア

ム・アウトレットの４,３１０千

人となった。 

 

 

（１）日帰り・宿泊別観光客数 

平成２０年の観光客数５４,２９２千人を日帰り・宿泊別にみると、日帰り客は

５０,１３１千人、宿泊客は４,１６１千人と、日帰り客が全体の 92.3％を占めてお

り、昨年よりも日帰り客の割合が 0.5 ポイント増加した。 

 

＜観光地点別入り込み客数順位（ベスト１０）＞ 

順位 観光地点名 
観光客数 

（千人） 

前年 

順位 

1 土岐プレミアム・アウトレット 4,310 (1)- 

2 河川環境楽園(アクアトト含む） 4,179 (2)- 

3 高山地域 2,723 (3)- 

4 千代保稲荷神社 2,080 (4)- 

5 世界イベント村ぎふ 1,764 (5)- 

6 千本松原・国営木曽三川公園 1,713 (6)- 

7 白川郷合掌造り集落 1,648 (9)↗ 

8 伊奈波神社 1,531 (7)↘ 

9 下呂温泉 1,295 (8)↘ 

10 谷汲山華厳寺 840 (11)↗ 

 



 

 

（２）居住地別観光客数 

居住地別に見ると、県全体では県内客は３０,３９５千人（構成比 56.0％）、県外

客は２３,８９７千人（構成比 44.0％）と、県内客が多くを占めるが、飛騨圏域で

は県外客の割合（67.5％）の方が高い。 

なお、県外客のうち６９.８％は東海地方からの観光客であり、以下近畿地方、

関東地方と続いている。 
      

（３）男女別・年齢別観光客数 

男女別で見ると、男性が２５,２６５千人（構成比 46.5％）に対し、女性は２９,０

２７千人（構成比 53.5％）と女性が上回った。 

年齢別では、６０歳以上が 34.4％と最も多く、以下３０歳代、５０歳代と続い

ている。 
      

 （４）利用交通機関別観光客数 

利用交通機関別に見ると、前年に引き続き自家用車が最も多く全体の 77.5％を

占めたが、前年より減少する一方、路線バス（前年比＋56.0%）及び、貸切バス（前

年比＋30.9％）は増加した。 
      

 （５）同行者別観光客数 

同行者人数別に見ると、「２～３人」と「４～５人」で全体の 80.1％を占める一

方で、「団体旅行」の割合は全体の 4.7%に留まり、少人数による観光形態が主流と

なっている。 

      

（６）観光地分類別観光客数 

観光地分類別に見ると、「買物」と「文化・歴史」で全体の 40％以上を占め、以

下「スポーツ・レクリエーション」、「イベント」、「自然」、「温泉」、「産業観光」、

「行・祭事」と続く。 
      

（７）圏域別観光客数 

圏域別に見ると、中濃、東濃、飛騨圏域で増加した一方、岐阜、西濃では減少

した。 

     ＜観光客実人数（推計）＞                 （単位：千人、％） 

 日帰り客数 宿泊客数 観光客数（合計） 対前年比 

岐阜圏域 １２,０５１ ７１４ １２,７６５ ▲１.３ 

西濃圏域 １１,４１３ ２３５ １１,６４９ ▲１.６ 

中濃圏域 ９,６５１ ５４８ １０,１９９ ＋１.３ 

東濃圏域 １１,５３３ ４３２ １１,９６５ ＋９.２ 

飛騨圏域 ５,４８３ ２,２３１ ７,７１３ ＋９.５ 

合  計 ５０,１３１ ４,１６１ ５４,２９２ ＋２.７ 

※千人未満を四捨五入しているため、内訳の計は合計と一致しないことがある。 
      



 

 

（８）外国人延べ宿泊客数の動向 

外国人の延べ宿泊客数について、２６８千人で、前年と比べて４７千人の増加(対

前年比＋21.3％) となり、過去最高を記録した。 

 

 

２ 観光消費額 

平成２０年の観光消費額の総額は２８６,２９０百万円（対前年比▲1.4％）で、そのう

ち日帰り客分は１９０,１９２百万円（対前年比＋5.9％）、宿泊客分は９６,０９８百万円

（対前年比▲13.3％）であった。 

また、１人当たりの平均消費額は、日帰り客は３,７９４円（対前年比＋2.6％）、宿泊

客は２３,０９６円（対前年比▲10.2％）であった。 

  

  

  

 

参考：経済波及効果 

平成２０年の生産誘発額は４０８,９９７百万円（対前年比▲0.8％）で、就業誘発

効果は４１,１３３人（対前年比▲5.6％）となった。 

 

  経済波及効果（推計） 

 平成２０年 平成１９年 対前年比 

生産誘発額 ４０８,９９７百万円 ４１２,３５３百万円 ▲0.8% 

就業誘発効果 ４１,１３３人 ４３,５５７人 ▲5.6% 

 


